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2025 年度版監理技術者講習（および試験）のユニット登録について（詳細） 

 

お問合せを多くいただいていることから、以下の通りご案内いたします。ご参照ください。 

 

Q１ 申請は必要？     P1 

Q２ 申請資料は何が必要？    P2 

Q３ 申請方法は？     P3～ 

Q４ 「講習」106 以外の申請方法は？   P15 

 

 

                                                                    

 

Q１ 申請は必要？ 

 

次の 5 団体＜ （一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 ／（一財）建設業振興基金／（株）総合資格／

（公社）日本建築士会連合会＞の監理技術者講習および試験は申請が必要です！ 

当会 （一社）全国土木施工管理技士会（JCM）の監理技術者講習・試験は申請不要です。 

 

（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 の講習および試験は主催者申請による認定プログラムが 

あります。 （6 ユニットの講習プログラムは除く） 

 

「講習」と「試験」はそれぞれ別の申請をしてください。 

 

※「講習」を先に申請してください。 「試験」は「講習」の付属のため、「講習」の申請がないと審査できません。 

※申請期間は受講日から 1 年以内です。申請期間を過ぎるとユニット登録はできませんのでご注意ください。 
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Q２ 申請資料は何が必要？ 

（講習分） 資格者証の裏面の「監理技術者修了履歴」（ラベル、印字どちらも可）、もしくはラベルの台紙「受講

証明書」、または「試験結果通知書」のいずれかが必要です。 

（例） 

 

（試験分） 受講者の得点と会場平均点が記載されている「試験結果通知書」が必要です。 

（例） 

 

講習分は、ラベルをはがした後の

台紙「受講証明書」でも OK 

講習分の申請資料にもなります。 
試験分は会場平均点以上の得点でユニ

ット登録が可能です。 
平均点未満はユニット登録できません。 

資格者証裏面 

 

講習分は、資格者証裏面に貼った

ラベルだけでも OK 
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Q３ 申請方法は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「講習」の申請は、初回受講または過去 4 年以内に「形態コード 106（12 ユニット）」の登録がない場合は、「会

場受講」「オンライン（WEB）受講」でも「形態コード 106（12 ユニット）」登録になります。 

過去 4 年以内に「形態コード 106（12 ユニット）」の登録がある場合は、講習受講形態によって、形態コードおよ

びユニット数が変わります。（P15 参照） 

 

 

①認定されたプログラムを検索して申請する（学習プログラム検索） →P4～ 

 

 

②（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催  2025/04/01 以降開催 

オンライン受講 の講習、試験の申請 

（2025/04/01 以降実施の全国建設研修センター・日建学院の監理技術者講習/試験 

WEB 受講（形態コード 106・110 限定））      →P11～ 

※2025/03/31 以前実施の全国建設研修センター・日建学院の監理技術者講習/試験は、 

【会場】【オンライン】にかかわらず①へ 

 

 

③検索してもプログラムがなく、新規申請をする（入力項目等について） →P13～ 

 

 

  

基本操作マニュアルをご用意しております。 

●個人 ID からの申請は、基本操作マニュアル（個人 ID）の 28 ページ「ユニット登録を行いたい」を参考に 

申請をお願いします。 

「CPDS 学習プログラム（認定）の申請」（29 ページ参照） 

「認定のないプログラムの申請（新規申請）」（38 ページ参照） 

https://www.ejcm.or.jp/wp-content/themes/lightning_child_JCM/jcm/pdf/manual_individual.pdf 

 

●社員データ ID からの申請は、基本操作マニュアル（社員データ ID）の 49 ページ「CPDS 学習プログラ

ム」を参考に申請をお願いします。 

「CPDS 学習プログラム（認定）の申請」（50 ページ参照） 

「認定のないプログラムの申請（新規申請）」（59 ページ参照） 

https://www.ejcm.or.jp/wp-content/themes/lightning_child_JCM/jcm/pdf/manual_staffData.pdf 
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①認定されたプログラムを検索して申請する（学習プログラム検索） 

 

（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催の【会場】で受講した「講習」「試験」は、「学習プログラム」

として検索できます（主催者による、開催日・開催場所別に認定プログラム）。  

 ※6 ユニットの講習分の主催者認定プログラムはありません。 

 

（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催の【オンライン】受講の「講習」「試験」は、 

2025/03/31 までの受講は「学習プログラム」として検索できます（主催者による、開催日別に認定プログラム）。 

※2025/04/01 以降の【オンライン】受講は②へ（主催者による認定プログラム）。   （P11～参照） 

 

 

（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催の「試験」は、【会場】【オンライン】にかかわらず、（「講

習」が 12 ユニット、6 ユニットにかかわらず）「学習プログラム」として検索できます（主催者による認定プログラム）。  

 

（一財）建設業振興基金／（株）総合資格／（公社）日本建築士会連合会 主催の「講習」「試験」は、受講形態

【会場】【オンライン】にかかわらず、受講者からの申請により、プログラムが作成されます。 

「学習プログラム」として検索してください。 

 

「学習プログラム」で検索しても該当プログラムがない場合は、「新規申請」をしてください。 （P13～参照） 

 

（申請例 個人 ID） 

（ａ）システムにログインし、「CPDS 学習プログラム申請」をクリック 

 

 

（ｂ）プログラム選択画面の「検索モード：学習プログラム」にチェックを入れると・・・ 

入力項目「学習プログラム番号」「実施日」「開催場所」の入力ができるようになります。 

 

※2025/04/01 以降の（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催のオンライン受講の「講習」「試験」

は「2025/04/01 以降実施の全国建設研修センター・日建学院の監理技術者講習/試験 WEB 受講（形態コード

１０６・１１０限定）」にチェックを入れて申請してください （P11～参照）。 
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（ｃ）実施日は受講日を、開催場所は受講会場の都道府県を選択入力、「検索」をクリックすると実施日、開催 

場所が一致したプログラムが表示されます。 

 ※学習プログラム番号は入力しない   ※オンライン、WEB 受講の場合、開催場所は「東京」を選択 

 

◆（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催 の 

【会場】受講 と 2025/03/31 までの【オンライン】受講 の場合 

※2025/04/01 以降の【オンライン】受講は P11～参照 

主催者申請による、講習分 形態コード 106（12 ユニット） と 試験分 形態コード 110（3 ユニット）の認定プロ

グラムがあります。 

 

 

◆（一財）建設業振興基金／（株）総合資格／（公社）日本建築士会連合会 主催 の場合 

主催者申請による認定プログラムはありませんが、受講者申請によりプログラムが作成されていることが 

あります。 

◆「学習プログラム」で検索しても該当プログラムがない場合は、「新規申請」をしてください。（P13～参照） 
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（ｄ）表示された検索結果から、主催者・学習プログラム名称・会場 を確認し、受講プログラムがあれば、右端

「選択」をクリックすると、画面が切り替わります。 

 

 

「①学習プログラム情報」「②学習プログラム情報詳細」 → 必須項目は入力済です。受講した講習内容と一

致しているか確認をし、あっていれば右下「次へ」をクリックし次の画面へ移動してください。 

 

 

間違ったプログラムだった場合は、左下「申請を中止する」クリックをしてください。 

プログラム申請、プログラム検索からやり直しをしてください。 
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「③学習履歴申請者」 →申請者の情報が学習履歴申請者に表示されています。 

 履歴申請者の追加、修正をしない場合は、「次へ」で画面を移動してください。 

 

 

 

申請者が受講していない、他の方を申請する場合 

申請者履歴申請 の「有」をクリックし「無」に切り替えてください。 学習履歴申請者 欄の情報が消去されます。 

 

「追加入力」をクリックし、受講者情報を追加してください。 

 

登録番号（CPDS の個人 ID）を氏名が一致すると、認証され、学習履歴申請者欄に追加されます。 
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「④学習プログラム資料登録」 →申請資料を PDF 資料としてアップロードしてください。 

 

※FAX で送付を希望される場合、FAX 送付欄の「有」を「無」に切り替え、申請受付通知メールと一緒に資料を

FAX 送付してください。  

PDF 登録申請受付分を先に審査しておりますので、PDF 登録をお勧めいたします。 

 

 

「⑤料金情報」 → 申請者 ID 残高の表示があります。右下「確認」クリック 

 

 

 
表示されたメッセージを確認し「OK」クリック  
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確認画面「③学習履歴申請者」 に戻ります。 ※確認画面では、○数字は赤くなります。（申請入力時は青） 

 

確認画面の「③学習履歴申請者」「④学習プログラム資料登録」を、修正する場合は、右下「修正」クリックで 

修正できます。 

 

 

修正の有無にかかわらず、右下「次へ」で「⑤料金情報」画面まで進んでください。 

 

・修正有の場合、再度右下「確認」クリック、「③学習履歴申請者」「④学習プログラム資料登録」の確認作業を

してください。 

・修正なしの場合、表示された申請手数料を確認し、右下「申請」クリックで申請を完了させてください。 
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申請者宛に申請受付通知メールをお送りします。「CPDS 学習プログラム申請一覧」に追加されます。 

 

 

申請審査までしばらくお待ちください。 
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②（一財）全国建設研修センター／（株）日建学院 主催  2025/04/01 以降開催 

オンライン受講 の講習、試験の申請 

（2025/04/01 以降実施の全国建設研修センター・日建学院の監理技術者講習/試験 WEB 受講（形態コー

ド 106・110 限定））  

 

（申請例 個人 ID） 

（ａ）システムにログインし、「CPDS 学習プログラム申請」をクリック 

 

 

（ｂ）プログラム選択画面の検索モード「2025/04/01 以降実施の全国建設研修センター・日建学院の監理技術

者講習/試験 WEB 受講（形態コード 106・110 限定）」にチェックを入れて検索をクリックしてください。 

 
 

表示された実施機関、コース名の入力は不要です。 
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（ｃ）検索結果 ４件 を確認してください。 

 
※「試験」分はご自身の得点が平均点以上の場合のみ、「講習」申請をしてから申請をしてください。 

 

（ｄ）表示された検索結果から、「講習」のプログラムの右端「選択」をクリックすると、「受講日入力」画面が表示

されます。 表示されたカレンダーから受講日を選択し「決定」クリック 

 

 
  

枠をクリックで表示される 
カレンダーから受講日を選択 
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画面が「①学習プログラム情報」に切り替わります。 

 
①～⑤の画面は、P5～と同様です。「②学習プログラム詳細情報」の入力は不要です。 

画面下部「次へ」で進み、確認・資料登録等をして申請を完了してください。 

 

 

 

 

 

③検索してもプログラムがなく、新規申請をする場合（入力項目等について） 

認定プログラムがなかった場合は、右下「新規申請」をクリックして画面を切り替え、プログラム情報等を入力し

てください。 
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必須入力項目は以下を参照してください。 

 

（講習申請） 

・プログラム名称 ： 監理技術者講習 

・ユニット欄 ： Ａ分類 211    形態コード 106 （12 ユニット付与） 

・会場で受講された場合、開催地都道府県、開催地は受講された会場の情報を入力してください。 

オンラインセミナーで受講された場合、開催地都道府県は 「東京都」（主催者の本拠地）を選択し、開催地は

「主催者名（WEB）」と入力してください。 

・受講証明資料：資格者証の裏面の「監理技術者講習修了履歴」（ラベル、印字どちらも可）、もしくはラベルの

台紙「受講証明書」、または「試験結果通知書」のいずれか 

 

 

 
 

 

 

 

（試験申請） 

・プログラム名称 ： 監理技術者講習の試験 

・ユニット欄 ： Ａ分類 211    形態コード 110 （3 ユニット付与） 

・会場で受講された場合、開催地都道府県、開催地は受講された会場の情報を入力してください。 

オンラインセミナーで受講された場合、開催地都道府県は 「東京都」（主催者の本拠地）を選択し、 

開催地は「主催者名（WEB）」と入力してください。 

・受講証明資料：「試験結果通知書」  （会場平均点以上の得点でユニット登録可能です） 

 

 

 

  

A 分類：211   形態コード：106 

開催地： 受講した会場名  

オンライン受講は 主催者名（WEB） 

例：建設業振興基金（WEB） 

A 分類：211   形態コード：110 
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Q４ 「講習」106 以外の申請方法は？  

 

過去 4 年以内に「形態コード 106（12 ユニット）」の登録ある場合は、「形態コード 106（12 ユニット）」の申請でき

ません。 （1 時間あたり 1 ユニット換算 6 ユニット） 

「集合形式の対面講習」「集合形式の映像学習」「オンライン・インターネット学習」の受講形態により、形態コー

ドが異なります。 

 

◆「講習」申請 （6 ユニット申請の場合） 

・プログラム名称 ： 監理技術者講習※6 ユニット 

・ユニット欄 ： Ａ分類 211   形態コード （受講形態によって異なりますがいずれも 6 ユニット付与） 

集合形式の対面講習 → 101-1 

集合形式の映像学習 → 108 

オンライン・インターネット学習 → 403 

受講時間または件数(a)  ６  （時間入力必須です） 

 

・会場で受講された場合、開催地都道府県、開催地は受講された会場の情報を入力してください。 

オンラインセミナーで受講された場合、開催地都道府県は 「東京都」（主催者の本拠地）を選択し、 

開催地は「主催者名（WEB）」と入力してください。 

・受講証明資料：資格者証の裏面の「監理技術者講習修了履歴」（ラベル、印字どちらも可）、もしくはラベルの

台紙「受講証明書」、または「試験結果通知書」のいずれか 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「試験」申請は、「講習」の形態コード、ユニット数を問わず、「形態コード 110（3 ユニット）」です。 

A 分類：211 

形態コード：受講形態によるコード（101-1,108,403）を選択 

受講時間または件数(a) ：６ 

プログラム名称： 監理技術者講習※６ユニット

開催地： 受講した会場名  

オンライン受講は 主催者名（WEB） 

例：建設業振興基金（WEB） 


